
外注費が総額上限を超過した場合における申請書の記載方法について 

 

 外注費の総額上限については、対象経費（C）の 1/2 以内となります。外注費が総額上限を超過

した場合、外注費の計算方法については以下のとおりです。また、超過分は、対象外経費（Ｄ）に

なります。 

 

１．外注費が総額上限を超過した場合（例） 

 
 

＜外注費の総額上限の計算方法＞ 

 外注費以外の経費（謝金、人件費、旅費、諸費、備品購入費） 

の合計額と外注費を同額にすれば、外注費は対象経費（C）の 1/2となります。 

 

２．外注費計算後における申請書記載例（確定版） 

 

＜外注費の総額上限（超過）＞ 

2,000,000×1/2＝1,000,000＜1,500,000円 

 

ただし、上記総額上限に合せて外注費を減

額すると、対象経費も同様に減少するた

め、1/2以内にはなりません。最終的な総

額上限の計算方法は以下のとおりとなり

ますのでご留意ください。 

総額上限 

 

対象経費(C) 

 

＜対象外経費(Ｄ)＞ 

1,500,000－500,000＝1,000,000 

対象外経費(D) 

 

申請時 

 

確定金額 

 

合計 500,000円(★） 

＜上記事例の具体的な計算方法＞ 

外注費以外の経費の合計額 500,000円

(★)＝外注費イ 500,000円 

 

この場合 

1,000,000×1/2＝500,000≧500,000円 

 総額上限 

 

対象経費(C) 

 

イ 

ア イ 

ア 

外注費 

 

外注費 

 


